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事業計画概要 
スマートシティとデジタルインクルージョンの取り組み

は、世界中で急速に進んでいますが、これらの取り組みは

依然としてお互いに大きく切り離されたままです。これら

の努力をよりよく統合しなければ、スマートシティプログ

ラムは現在、障害のある人や高齢者を置きざりにする危険

性があります。世界的規模でスマートシティのプログラム

は、膨大な技術投資を行っていますが、アクセシビリティ

や障害者や高齢者の参加をまだほとんど検討していませ

ん。情報通信技術（ICT）の理解しやすい技術的標準は、ス

マートシティに多くの人々を参加させるより包括的なアプ

ローチを設計するために重要です。今日、スマートシティ

の開発を手引きするために利用可能な、国際的に認められ

広く採用されているICTアクセシビリティ標準はごくわずか

です。スマートシティプログラムとデジタルサービスが障

害者や高齢者を含むことを確実にするため、都市は適

切なICTアクセシビリティ標準を理解し、採用するこ

とから始める必要があります。 

スマートシティ評議会は、スマート 

シティを「居住性、作業性、持続可能性

を高めるため情報通信技術(ICT)を 

使用している」と定義しています 
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このガイドの目的は、ICTアクセシビリティ基準を定義す

る重点標準のインベントリを紹介することです。これら

の標準は、スマートシティを包括的なものにする助けと

なります。また、都市の指導者に実施されうる、ICT標準

に関連した具体的行動のチェックリストをも提供しま

す。 

このガイドは、自治体の最高情報責任者（CIO）、IT専門

家、調達担当者、スマートシティへの技術サプライヤ

ー、アクセシビリティ専門家、スマートシティプログラ

ムマネージャー、政策立案者、スマートシティのアプリ

とソリューションを設計する開発者、スマートシティを

研究する学者、スマートシティをより包括的にするため

に働く障害者団体と支持者を含む、スマートシティプロ

グラムに関連する幅広い組織と役割をサポートすること

を目的としています。 

この文書は、どのようにICTアクセシビリティ調達政策

を採用すれば、ICT購入の包括的成果を向上させるのに

役立つかを詳細に調査する「Smart Cities for All: ICTアク

セシビリティ調達政策採択ガイド」を補完するよう策定

されました。それぞれの文書は、都市においてICTアクセ

シビリティを向上させるための標準と政策がどのように

実施されうるかということの理解を深めるために、個別

に、または連携して使用することができます。 

国連の推計によると、世界の人口の15％（約10億

人）が、1つ以上の障害を負ってら暮らしていま

す。さらに、60歳以上の高齢者の46％以上が障害

を有しており、2億5,000万人以上の高齢者が中等

度から重度の障害を経験しています。 

目的 
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Smart Cities for 
All プロジェクト 

の概要 
 

 

2016年6月、G3ictとWord Enabledは、障害者や高齢者

のために、スマートシティにおけるICTアクセシビリテ

ィとデジタルインクルージョンの現状を世界中で定義す

るための国際イニシアチブを開始しました。イニシアチ

ブには、250人以上の国際的専門家の調査、世界のスマ

ートシティ（キト、バルセロナ、ロンドン、サンフラン

シスコ、ニューヨーク）での一連の円卓会議、およびス

マートシティのプログラムマネージャーと技術者との１

対１でのインタビューが含まれていました。イニシアチ

ブでは、今日のスマートシティの大半が十分にアクセス

できず、その結果、障害者や高齢者のデジタル格差が拡

大していることが確認されました。 

2016年のイニシアティブで調査された世界の専門家の

60％は、今日のスマートシティが、自立生活、交通、電

子政府、雇用、市民参画、安全性と司法、投票と選挙、

緊急時の対応、および金融サービスを含むさまざまな分

野に悪影響を及ぼすことによって、障害者および高齢者

の役に立っていないと信じています。重要なことに、世

界の専門家は、ICTアクセシビリティ標準と世界中のス

マートシティプログラムとの間に明確な関係はないと考

えています。専門家の67％は、スマートシティのイニシ

アチブが国際標準に準拠してICTのアクセシビリティを

確保できると信じていましたが、現在ICTアクセシビリ

ティ標準を使用しているスマートシティについては18％

の専門家しか知りませんでした。
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標準とは 

何ですか? 
 

 

国際標準化機構（ISO）によると、標準とは、材料、製品、プロ

セスおよびサービスがその目的に合致することを確実にするた

めに一貫して使用できる要件、仕様、ガイドラインまたは特性

を提供する文書です。国際標準は、製品やサービスの安全性と

品質を確保し、国際貿易を促進し、私たちが住んでいる環境を

改善する社会の根幹です。それらは、製品とサービスが安全で

信頼性があり、質の高いものであることを保証します。また、

さまざまな種類の障害のある人が、あらゆるタイプのICT製品や

サービスにアクセスできるようにすることをも確実にできま

す。

 

 

 

アクセス可能な 

技術とは 

何ですか? 

 

 

アクセシビリティは、ISO TC 159により、「製品、システム、

サービス、環境および施設が、特定の使用状況において特定の

目標を達成するために、最も広い範囲にわたる特性および能力

を有する母集団からの人々により使用されうる範囲」として、

概括的に定義されています。 

より具体的にICTになると、アクセシビリティは、利用者の能力

や障害に関係なく、最も広範な利用者によって利用される、コ

ンピューター、携帯電話、セルフサービスキオスク、ソフトウ

ェアのような主流の技術の品質であると一般に受け入れられて

います。 

アクセシビリティにより、誰でも簡単にデバイスを見たり、聞

いたり、使用したり、自分の好み、ニーズ、能力に応じてデジ

タル環境をカスタマイズすることができます。多くの人々にと

って、アクセシビリティは、スマートシティのプログラムとデ

ジタルサービスへのアクセスを可能にするものです。
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アクセス可能な 

技術にとって、標準

標準はなぜ重要 

ですか? 
 

 

多くの現代技術と多くの利用状況において、標準は、すべてのユ

ーザーのニーズを満たすために、ICTが設計および開発されるこ

とを確実するのを助けます。ICT標準は、障害や障害のために世

界を経験する人々を含め、科学技術が可能な限り広くアクセスで

きるように機能する方法を定義しています。ICTアクセシビリテ

ィ標準は、製造者、サービスプロバイダー、設計者、および政府

に、すべての人がアクセス可能な製品とサービスを設計するため

に必要な仕様とガイドラインを提供するため、重要なツールで

す。 

さらにICTアクセシビリティは、次第に法律問題となってき

ています。多くの政府は、差別禁止法や障害者のデジタル

インクルージョンを促進するための取り組みなど、一連の

法的措置を講じています。ICTアクセシビリティ標準は、ア

クセシブルということが様々な状況において何を意味する

のかを技術的に正確に定義することによって、この種の方

策をサポートします。 

 

170カ国以上が、障害者の権利に関する国連条約

(CRPD)を批准しています。障害者権利条約第9条

は、締約国が障害者に、身体的環境、交通機関、情

報および情報通信技術とシステムを含むコミュニケ

ーションに他の人々と平等にアクセスすることを保

証することを要求しています。 
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ICTアクセシ 

ビリティ標準は 

どこで開発されて

いますか? 
 

 

標準開発機関（SDO）とコンソーシアムが、ICT製品とサー

ビスのアクセシビリティを定義し、促進する上で、重要な役

割を果たします。政策立案者は、ICTのアクセシビリティ・プ

ログラムおよび標準にアクセスするために国際SDOに属して

いるその国の標準化機関を、多くの場合信頼することができ

ます。例えば、国際標準化機構（ISO）、国際電気通信連合

（ITU）、およびワールドワイドウェブコンソーシアム

（W3C）があり、そのメンバーには多くの国レベルの組織な

らびに他のタイプのメンバーおよび参加者が含まれます。 

 

障害者権利条約では、第9条で締約国が「６一般に

公開または提供されている施設やサービスのアク

セスシビリティに関する最低限の標準とガイドラ

インの実施を開発し、公布し、監視すること」を

要求し、特に標準について述べています。第4条で

は、「標準とガイドラインの開発におけるユニバ

ーサルデザインの促進」を要求しています。障害

者権利条約はまた、国際協力と積極的な交流「研

究と科学技術知識へのアクセスにおける協力の促

進」のため、第32条の根拠を確立しています。 
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ICTアクセシビ

リティ標準は、

どのようにスマ

ートシティ標準

に関係していま

すか? 
 

 

アクセシビリティを超えて、多くのメインストリームス

マートシティ標準開発への取り組みが、さまざまな国際

機関で現在進行しています（例えばISO/IEC JTC1、

IEC、IEEE、ITU、およびコンソーシアムなど）。これ

らのスマートシティ標準活動はまだ収斂されておらず、

ステークホルダー間の不確実性や混乱を招いています。

国立標準技術研究所（NIST）とパートナーは、現代社

会のニーズに合ったスマートシティソリューションを実

現するために、共通のアーキテクチャ機能のコンセンサ

スフレームワークを作成するために、国際公共ワーキン

ググループを招集しました。さらに、米国規格協会

（ANSI）は、メインストリームスマートシティ標準お

よび開発活動のリストをまとめ、定期的に更新していま

す。  

スマートシティ技術の標準開発作業は急速に進展してお

り、潜在的に競合していますが、ICTアクセシビリティ

の標準ではそうではありません。ICTのアクセシビリテ

ィ標準は出版され、発見可能であり、一般的に使いやす

くなっています。この重要な標準作業は、過去12年間

にわたって様々な国際的な専門家によって行われてきま

した。 

 

 

7 



 

 

2 
スマートシティが 

知る必要がある 

３つのアクセシ 

ビリティ標準 

次の３つの標準は、ICTとウェブにとってアクセシビ

リティが何を意味するのかを定義する、最も重要な

既存の標準です。それらは、自治体調達担当者、ス

マートシティへの技術サプライヤー、アクセシビリ

ティ専門家、スマートシティプログラムマネージャ

ー、政策立案者、障害者団体や提唱者など、スマー

トシティプログラムに関心を持つさまざまな組織や

役職にとって重要です。
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ヨーロッパ標準ETSI EN 301 549は、広範囲にわたる

ICT製品およびサービスに適応できる一連の機能的アク

セシビリティ要求を定義しています。その標準は、

CEN、CenelecおよびETSIの３つの欧州標準機関

（ESO）からの共同国際的および欧州の専門家による

相当な共同作業により、10年以上の開発期間を経て

2014年に完成しました。これは、様々な能力的な困難

（例えば、弱視、操作や力の制限）を有する人々のた

めのアクセシビリティニーズを特定しています。これ

らのアクセシビリティのニーズは、ICT機能の設置、

認識、操作を行い、提供された情報にアクセスするこ

とを望む人々に関係します。これらのユーザーニーズ

とICT機能 は 、スマートシティのプログラムとソリュ

ーションをすべての市民に、効果的に展開するために

重要です。 

この欧州標準は、ICTアクセシビリティの公共調達に

使用するために特別に作成されたものです。この標準

は主に公共調達のために開発されたものであるため、

自治体調達担当者がICT購入のためのアクセシビリテ

ィ要件を定義するために特に有用なツールです。 

 

ETSI EN 301 549 
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ETSI EN 301 549は、ICTアクセシビリティを定義するため、

次の2つの主要リソースを提供します： 

1. ICT製品、サービス、またはドキュメンテーションを使用

する際の最も広範囲のユーザーのニーズを記述する高水準

な機能的パフォーマンス・ステートメントのリスト 

2. 機能的パフォーマンス・ステートメントに関連する、テ

スト可能な機能的アクセシビリティ要件の包括的なセッ

ト。これらには、アクセシビリティ要件ごとのテスト手

順と評価方法の記述が含まれています 

2014年に発行されて以来、この標準はEU加盟国28カ国全域で

採択され実施されています。ノルウェー、セルビア、アルバニ

ア、マケドニア、スイスなどを含むEU加盟国以外のいくつか

の国々も、ETSI EN 301 549を自国の標準として採択するた

めの措置を講じています。さらに、この標準はヨーロッパ大陸

の外でも採用されています。オーストラリアは最近、それをオ

ーストラリアの国家標準としてそのまま採用しました。 メキ

シコのような他の国も同様の取り組みをしています。これは、

ほとんどの標準開発機関により認められている形式で書かれて

おり、これを採用することは、簡単な書類作成とETSIとのコ

ミュニケーションを含む比較的単純なプロセスです。G3ict

は、ETSI EN 301 549を採用し、使用したい政府のロードマ

ップを開発するために、ESOスタッフおよび他の専門家と協力

してきました。 

ETSI EN 301 549は、公式の欧州標準機関によって策定さ

れ、認められている欧州標準です。それらのESOは、時間とと

もに起こる技術の進化を反映し、調達担当者にとって堅牢で有

用なものであることを保証するために、その標準を定期的にメ

ンテナンスおよび更新するのが一般的です。
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ETSI EN 301 549 



 

 

 

機能的性能ステートメントの例 

4.2.1：ビジョンのない利用 

ICTが視覚的動作モードを提供する場合、ICTが視力を必要としない動作モードを最低１つは提供

することを必要とするユーザーがいます。 

メモ： 
オーディオおよび触覚ユーザインタフェースが、この条項を満たすのにおそらく役立つでしょ

う。 

 

対応する機能的アクセシビリティ要件の例 

5.1.3.2：音声を含むオーディオ出力配信  

オーディオ出力が、限られた機能への非視覚的なアクセスとして提供される場合、オーディオ出

力は、以下のように提供されるでしょう： 

a) ICTに含まれている、またはICTとともに提供されるメカニズムによって直接的に； 

b) あるいは、視覚の使用を必要とせずに、3.5mmのオーディオジャックまたは業界標準の接続

を介して接続できるパーソナルヘッドセットによって。 

メモ 

1. ICTに含まれる、あるいはICTと共に提供されるメカニズムは、スピーカー、内蔵ハンドセ

ット/ヘッドセット、または他の業界標準周辺機器でも良いでしょうが、それに限定される

わけではありません。 
2. 業界標準の接続にはワイヤレス接続があるでしょう。 

3. 誘導ループが提供されると役立つユーザーもいるでしょう。 
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2017年1月、米国アクセス委員会は、リハビリテーショ

ン法第508条のICTアクセシビリティ要件を更新する最終

規則を発表しました。改訂された規則は、新技術の収斂

などの市場動向および技術革新に対応して、第508条の標

準を共同で更新および再構成しています。改訂された第

508条規則は、米国およびその他の国における他のガイド

ラインおよび標準を調和させています。それらは、本ガ

イドにおける他の２つの重点標準である、欧州委員会発

行のETSI EN 301 549、およびWebコンテンツとICTの

ための世界的に認められた自主的コンセンサス標準であ

るW3Cのウェブコンテンツアクセシビリティガイドライ

ン（WCAG）2.0を含んでいます。新しい第508条には、

その文書の第７章に列挙されている既存の国際的なICTア

クセシビリティ標準が多数参照されています。これらの

追加のICTアクセシビリティ標準は、スマートシティの指

導者にとっても興味深いかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第508条 
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更新された第508条の要件は、対象となる科学技術を指

定し、ハードウェア、ソフトウェア、サポートドキュメ

ントおよびサービスのためのパフォーマンス面および技

術面両方の要件を提供します。アクセスは、視覚、聴

覚、色知覚、発語、認知、手指の器用さ、届く範囲な

ど、あらゆるタイプの障害について扱われています。新

しい第508条は、ICT製品が益々多機能化し、またICTが

複数のプラットフォームに渡って使用されることから、

それらが製品タイプではなく機能性によって分類される

ように、規定を再構築しています。支援技術との相互運

用性をも含めたICTの利便性を改善し、電子文書のような

対象となるICTのタイプを明確にするためにも、改訂が行

われます。 

最終規則は、米国アクセス委員会が公表した諮問委員会

の勧告に基づいています。電気通信および電子情報技術

諮問委員会のパネルには、業界、障害者団体、政府機

関、米国以外の他国およびその他のステークホルダーの

代表が参加しました。米国以外の他国（例えば、日本、

カナダ、オーストラリア、欧州連合 など）を含める理由

の１つは、過去10年間に世界中で開発されたICTアクセ

シビリティに関する国際標準との調和を高めることでし

た。米国アクセス委員会によると、「密接に関連してい

るICT要件は、あいまいさを解消し、市場競争を促進し、

アクセシビリティ機能や成果を向上させます。」 
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第508条 
 



 

 

 
 

Webコンテンツ

アクセシビリティ

ガイドライン

(WCAG) 2.0 

(ISO/IEC 

40500：2012)  
 

 

ワールドワイドウェブコンソーシアム（W3C）のウェブコ

ンテンツアクセシビリティガイドライン（WCAG）2.0は、

ISOによってもISO/IEC 40500：2012として支持されてい

ます。この標準は、Webコンテンツをよりアクセシブルに

するための幅広い推奨事項を網羅しています。このガイド

ラインは、全盲や弱視、難聴や失聴、学習障害、認知的制

限、動作制限、言語障害、光過敏症やこれらの組み合わせ

を含む幅広い障害者に、モバイルデバイス上でのものも含

め、Webコンテンツやアプリケーションをアクセシブルに

することを目的としています。このガイドラインに従った

スマートシティは、Webコンテンツをすべての市民により

使いやすくします。 

 

WCAG 2.0は、W3Cメンバー、ソフトウェア開発者、その

他のW3Cグループや関係者を含む世界中の個人や組織と協

力して、公式のW3C標準化プロセスを通じて開発されまし

た。WCAG 2.0の目標は、国際的に個人、組織、政府のニ

ーズを満たす、Webコンテンツのアクセシビリティのため

の共有の標準を提供することです。WCAG 2.0は、現在およ

び将来に、様々なWeb技術に広く適用され、自動化された

ツールと人間の評価の組み合わせでテスト可能になるよう

に設計されています。WCAGの導入については、WCAG 

（Web Content Accessibility Guidelines）の概要を参照し

てください。
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Webコンテンツ

アクセシビリティ

ガイドライン

(WCAG) 2.0 

(ISO/IEC 

40500：2012) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Webアクセシビリティは、アクセス可能なコンテンツ

だけでなく、アクセス可能なWebブラウザやその他の

ユーザーエージェントによっても異なります。オーサ

リングツールは、Webアクセシビリティに重要な役割

を持っています。W3Cは、ユーザーエージェントアク

セシビリティガイドライン2.0と同様に、アクセシブ

ルなウェブコンテンツの制作をより効率的にするため

の、オーサリングツールアクセシビリティガイドライ

ン2.0を開発しました。 

 
WCAG 2.0標準は、どのようにコンテンツをよりアク

セシブルにするかについてのガイダンスを提供するた

め、共に機能する複数のレイヤーで構成されていま

す。それは、テスト可能なステートメントとして記述

され、また技術的に中立な達成基準を含んでいます。

特定の技術における達成基準を満たすためのガイダン

スならびに達成基準の解釈に関する一般的な情報は、

別の文書で提供されています。Webコンテンツアクセ

シビリティガイドライン（WCAG）概要を参照し、

WCAGの技術資料および教育資料へのリンクを参照し

てください。WCAG 2.0は、WCAG 2.0の理解と

WCAG 2.0のためのテクニックに関する非標準の関連

文書によってサポートされています。それらのドキュ

メントはWCAG 2.0自体が持っている正式なステータ

スを持っていませんが、WCAGの理解と実装に重要な

情報を提供します。 
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３つの重点標準がどのように関連しているか 
 

 ETSI EN 301 549規則と改訂第508条規則は、仕様

上、内容が非常に似ています。事実、最終規則を公表し

た時点で、米国アクセス委員会は、更新された第508条

規制とETSI EN 301 549標準の技術要件が密接に調和

していることを認めました。それらはどちらも、幅広い

ICT製品とサービスに適用できる一連の機能的アクセシ

ビリティ要件を定義しています。それらは、幅広い能力

的な困難（例えば、弱視、移動、聴力、または認知）を

有する人々のために、ユーザーのアクセシビリティニー

ズを特定します。いずれの標準も、 国際的な参加を得

て、それらを同様のものにする意向でもって開発されま

した。どちらも既存の国際標準に基づき、それらを参照

して組み立てられ、ICTの公共調達を念頭に置いて特別

に設計されています。特定のアクセシビリティ機能につ

いては、ETSI EN 301 549および改訂第508条のルール

は、障害のあるユーザーのために同じ成果を達成するた

めに、開発者に時々異なるガイダンスを与えることがあ

ります。そのプロセスの一環として、米国アクセス委員

会は、ETSI EN 301 549を規定に従って評価し、  

要旨 
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それと第508条の最終規則との間に技術要件に矛盾が

ないことを正式に決定しました。重要なことは、技術

的な観点からは、いずれかの要件を満たす製品とサー

ビスを設計している企業と開発者は、どちらの標準を

使用しても、両方の市場の顧客に販売できるというこ

とです。 

 

 

 

要旨 
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開発プロセス 

 

 

ETSI EN 301 549と米国第508条規定の要旨は似てい

ますが、それらを開発する組織とプロセスは異なりま

す。ETSI EN 301 549は、認定された標準開発プロセ

スを使用している認定標準開発機関であるETSIによっ

て開発された技術標準です。ETSIは、参加者の合意に

よってなされた決定により、世界的な参加を許す明確

なプロセスに従っています。欧州委員会はETSIにおい

て特別な助言を与える役割を担っていますが、意思決

定には関与していません。第508条は、米国連邦政府

の規則です。第508条規制のICT標準を策定する責任

を負う機関である米国アクセス委員会は、最終意思決

定者としてのアクセス委員会と共に公示とコメントプ

ロセスを含む米国政府の規制プロセスに従っていま

す。 

ETSI EN 301 549と改訂第508条の両方が、私たち

のインベントリである第3の標準、WCAG 2.0を組み

込んでいます。どちらも、WCAG 2.0におけるレベル

AとレベルAAの達成基準と適合性要件を参照し、それ

らをWebサイトだけでなく電子文書やソフトウェア

にも適用しています。WCAG 2.0は、ワールド・ワイ

ド・ウェブ・コンソーシアム（W3C）で開発されま

した。ほとんどのW3Cの仕事は、Web技術の標準化

を中心に展開されています。その作業を達成するため

に、W3Cは メンバーシップチームと国民の合意に基

づき、高品質な標準の開発を促進するプロセスに従っ

ています。W3Cはプロセスを公平性、反応性、進歩

性を促進するものと定義しています。 
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開発プロセス 

 

 

さらに進んで、技術標準としてのETSI EN 301 549と

ウェブコンテンツアクセシビリティガイドライン

(WCAG) 2.0（ISO/IEC 40500：2012）は、時ととも

に生じる技術の進化を反映するため、またそれらの各々

の標準開発機関の定期的なメンテナンスサイクル毎に、

定期的に更新される予定です。第508条規定のメンテナ

ンスサイクルは、アクセス委員会によって決定されま

す。最近更新された第508条の規制は、2000年に最初

に発行された元の規則に初改訂を示しました。 

 

多くの国が、ETSI EN 301 549標準の採用に関心を示

しています。それはほとんどの標準開発機関で認められ

ている形式で書かれているので、それを採用するのは比

較的簡単なプロセスです。また、WCAG 2.0標準を参照

しているため、ETSI EN 301 549を使用しているどの

市の法律や規制も、自動的に最新版のWCAG標準を同様

に参照することになり、それによって時間とともに標準

に加えられた改訂や修正が組み込まれることになるでし

ょう。G3ictは、ETSI EN 301 549の採用に必要なステ

ップと考慮事項を含むロードマップを開発しました。 
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スマートシティI 

ICTアクセシ 

ビリティ標準 

チェックリスト 

 

 

スマートシティは、ICTのアクセシビリティ標準を活用し

て、すべての市民のためのデジタルインクルージョンへの 

コミットメントを高めるために、次の４つのステップを実

行できます。 

 

 
ステップ１： 3つの重点ICTアクセシビリティ標準に精通 

     する 

ステップ２： ICTアクセシビリティ標準を使用して、都市 

全体のICTアクセシビリティ評価を実施する 

ステップ３： ICTアクセシビリティ標準を伝導する 

ステップ４： ICTアクセシビリティ標準戦略を採用する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ステップ１： ３つの重点ICTアクセシビリティ標準

に精通してください。 

▪ このガイドのリンクを使用して、各標準を勉強し

てください。 

▪ 業界および市民社会の中の自国の国の標準機関の

ような専門家に連絡してください。専門家は、基

準や異なる視点について深い知識を持っていま

す。 

▪ あなたの都市にICTアクセシビリティ標準を採用す

ることを要求する、国や地域の政策公約があるかど

うかを判断してください。例えば、世界のほとんど

の国が署名し批准している国連障害者権利条約

（CRPD）には、ICTアクセシビリティと国際標準

へのコミットメントが含まれています。障害者権利

条約第9条は、アクセシビリティ標準とガイドライ

ンの策定、公布、監視を要求しています。 
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□ ステップ２： ICTアクセシビリティ標準を使用して、都市

全体のICTアクセシビリティ評価を実施してください。 

▪ 交通、安全、教育、雇用などの重要な都市のサービスや

プログラムの至るところでICTアクセシビリティの現状

を評価するために、ICTアクセシビリティ標準を使用す

るプロセスを策定してください。 

▪ 市によって直接管理され、第三者によって運営される主

要なICTシステムのアクセシビリティを評価するために

標準を使用してください。 

▪ 市全体のICTアクセシビリティ評価を定期的に更新して

ください。技術は進化するので、継続的なICTアクセシ

ビリティ評価は、スマートシティプログラムが包含的で

あり続けることを保証するのを助けることができます。 

□ ステップ３: ICTアクセシビリティを伝導してください。 

▪ 市のリーダーたちを訓練して、ICTアクセシビリティ標

準を理解し、それを使用してスマートシティのプログラ

ムおよび彼らが管理する優先事項をサポートするように

してください。 

▪ 障害者団体、市民社会、学界、産業界と連携して、ユー

ザー、開発者、IT専門家向けのICTアクセシビリティ標

準アウトリーチプログラムを策定し、サポートしてくだ

さい。 
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□ ステップ４： ICTアクセシビリティ標準戦略を採用してくださ

い。 

▪ ICTアクセシビリティ標準の戦略を、デジタルインクルージョン

に対する都市のコミットメントを維持するための基礎として認識

し、それを作成してください。スマートシティの政策とプログラ

ムの至る所で、ICTアクセシビリティ標準を推進してください。 

▪ 市のためのICTアクセシビリティ標準を選択し、採用してくださ

い。政府の部署にそれを参照するよう要求してください。 

▪ ICTアクセシビリティ標準の実施を支援するため、明確な役割、

責任、財源を明確にしてください。 

▪ ベンダーに、すべてのICT調達について、ICTアクセシビリティ標

準に適合していることを実証するよう要求してください。技術的

に中立な調達政策は、イノベーションを促進し、取引および市場

アクセスの障壁を排除し、競争を促進し、相互運用性のあるアク

セス可能な製品の開発と広範な展開をサポートします。市のデジ

タルインクルージョンの試みの一環として、信頼できるサプライ

チェーンを構築するために、公共調達とICTアクセシビリティ標

準を使用してください。 

Smart Cities for All： ICTアクセシビリティ調達政策採択ガイドで

は、この分野について詳しく説明しています。 
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5 
まとめ 

このガイドでは、スマートシティにおける真のICTアクセシビリティを推進する上で標準が重要

な役割を果たすため、ICTアクセシビリティ基準を定義する重点標準のインベントリを紹介しま

した。標準は、私たちが作りたい都市のタイプと私たちが住みたい社会のための枠組みを形成し

ています。それらは製品やサービスの安全性と品質を保証するだけでなく、都市が市民に根本的

に定めている権利を支えています。 

ICT標準は、さまざまな方法で世界を体験する人々を含め、技術が可能な限り広くアクセスで

きるように実装されるべき方法を定義しています。ICTアクセシビリティ標準は、設計者、製

造業者、サービスプロバイダ、および政府に、誰もがアクセシブルな製品やサービスを開発す

るための最良の方法に関する仕様とガイドラインを提供するため、不可欠なツールです。すで

に開発された国際標準は、すべてのタイプのICT製品やサービスが、高齢者および障害者が構

成する母集団のかなりの部分の人にとってアクセシブルであることを保証するために、世界中

のスマートシティで実行することができます。 

このガイドとスマートシティICTアクセシビリティ標準のチェックリストに詳述されている3つ

のアクセシビリティ標準を活用することにより、市のリーダーはICTアクセシビリティの重要

性についてスタッフと一般の人々を教育することができます。また、法律で保護されている権

利としてのICTアクセシビリティの認知度の向上を確実にし、スマートシティによりなされる

大規模なICT投資が出来るだけ広く利用され、それらから最大の利益が得られることを確実に

することができます。 
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 G3ict 
Global Initiative for Inclusive 
Information and 
Communication Technologies 
(インクルーシブな情報通信技術の

ための世界的なイニシアチブ) 

は、国連Global Alliance for ICT 

and Developmentが、国連経済

社会局の障害者権利条約事務局と

協力して2006年12月に開始した提

唱イニシアチブです。その使命

は、デジタルアクセシビリティと

支援技術を促進し、障害者権利条

約 (CRPD) の実施を円滑にし、支

援することです。詳細については

こちらをご覧ください。 

http://g3ict.org/ 

 

 

World Enables 

World Enabledは、グローバルな教

育、コミュニケーション、および戦略

的コンサルティンググループです。私

たちは、企業や行政に対し、障害者の

権利を促進する法的義務の完全実施を

支援しています。私たちの業務と調査

イニシアチブは都市計画とインクルー

シブな都市開発に焦点を当てていま

す。国際的なパートナーとともに、私

たちは障害のある人たちがその才能を

十分に発揮し、その可能性を十分に活

かすことができるインクルージブな社

会を作り上げます。詳細についてはこ

ちらをご覧ください。 

http://worldenabled.org/  
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Team Bios 
この取り組みは、G3ictのバイスプレジデント James ThurstonとWorld Enabledのプレジ

デント Dr. Victor Pinedaが主導しています。JamesとVictorはともに、世界の専門家を率

いており、障害のある人々がスマートシティの驚異的な進歩を他の人と平等に享受で

きるよう、幅広い連帯を構築することに努めています。 

 

Dr. Victor Santiago Pineda は、World Enabledのプレジデント 

です。彼はまた、 Global Alliance on Accessible Technologies 

and Environments (GAATES) のプレジデントも務めていま

す。Dr. Pinedaは、国際的な障害者権利のリーダーとして

認められており、米国のオバマ元大統領からArchitectual 

and Transportation Barriers Compliance Boardの委員に任命さ

れました。彼は、カリフォルニア大学バークレー校で都市計画を教えています。D r .

Pinedaは、アメリカ国立科学財団 (NSF) イノベーション研究助成金、フルブライトヘイ

ズ奨学金、およびAAPD Paul G. Hearneリーダーシップ賞など数々の賞を受賞していま

す。Pineda氏は、カリフォルニア大学バークレー校から学士号（BA、BS）、都市計画

修士号（MCP）を、カリフォルニア大学ロサンゼルス校から博士号（PhD）を取得して

います。 
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 James Thurston は、国際的に認められた技術政策のリー

ダーです。G3ictのグローバル戦略と開発担当のバイスプ

レジデントとして、彼はG3ictのグローバルな影響力を拡

大するための新しいプログラムの策定と実装を主導して

います。彼は、技術政策、人権、デジタルインクルージ

ョンについて、米国内外の政府高官指導者の顧問を務め

てきました。彼は、重要な社会的および経済的課題に、

テクノロジーと公共政策の両方を適用した経験があります。彼は、民間と公共部門

の両方、ならびに連邦、州、および国際レベルの行政で、幅広い政策と管理経験を

有しています。G3ict に入社する前は、Thurston氏はMicrosoftのアクセシビリティポ

リシーのディレクターを務めていました。そこでは、障害者や技術問題に関する同

社のアウトリーチを拡大するため、世界的な戦略を策定し、実行しました。

Thurston氏は、ワシントン大学の行政学の修士号と東ヨーロッパ学の修士号、なら

びにメイン大学の国際問題学士号を取得しています。 
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Smart Cities for All 

リソース 

他のツールをダウンロードするには 

www.smartcities4all.org 

にアクセスしてください 

 

お問い合わせ先： 
 info@smartcities4all.org  
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